　　　　　　　　　　　　　　本に登場する鬼って・・・
東京学芸大学附属世田谷小学校
松本　大介

　まずは、教科書に書かれた「ないた赤おに」を、場面ごとに読み進める活動を行いました。そのあとに、本を読み、「ないた赤おに」に登場する“赤おに、青おに”と比べながら、鬼の特徴をまとめ、紹介する活動を行います。
	
	学習活動
	留意点

	1 
	●「ないた赤おに」に登場する、赤おに、青おには、どのような鬼なのかをまとめ、話し合う。
C青おには、自分が悪者になっても赤おにの願いをかなえてあげるやさしい鬼です
C赤おには、人間のために何かをしたい、人間と仲良くなりたいと思っているやさしい鬼です。
C赤おには、やさしいからこそ、自分だけが人間と仲良くなれたことを悔しいと思っている。
	


	2 
	●鬼が登場する絵本や物語を読み、そこに描かれる鬼が、どのような鬼なのかをカードにまとめる
T「ないた赤おに」以外に、鬼が出てくる本、読んだことありますか？そこに描かれている、鬼ってどんな、鬼ですか？」
C「角が生えていて怖い顔をしている」
C「村を襲って、村の人々を困らせる」
C「でも、桃太郎みたいに、最後はやっつけけられちゃうんだよね」

Tでは、鬼が登場する本や物語を読み、そこに登場する鬼が、どのような鬼なのかをカードにまとめてください。


	
＊事前に司書に鬼が登場する本を一人一冊配れるように準備してもらう。
＊鬼の見た目だけでなく、性格も紹介するようにする。


＊次の時間に紹介する活動があるので、読んだ本のあらすじも紹介できるように声をかけた。


	3 
	●班の仲間に、自分が読んだ本に登場する鬼について紹介する。
T「グループごとに自分が読んだ本のあらすじと登場した鬼について紹介してください」
C「『ほんとうのおにごっこ』を読みました。ここで登場する鬼は、見た目は怖いけれど、意外にやさしい鬼です。」
C「『かえるをのんだととさん』を読みました。この鬼は、豆がきらいで、当たると痛い痛いと言って逃げていきます」
C「『おのたのぼうし』を読みました。この鬼は、とてもやさしく、思いやりがある鬼です」
	

＊今回取り上げた本は、メディアルームにあるので、仲間が紹介してくれた本を読んでみるように、声をかける。





